
 
1 

川西市長 大塩民生  

 

権利者、関係者の皆様、新年あけましておめでとうございます。皆様に

おかれましては、健やかに新年をお迎えのことと心からお喜び申しあげま

す。 

また、平素より、キセラ川西整備事業の推進にあたり、格別のご理解、

ご協力を賜り、厚くお礼申しあげます。 

さて、本事業は、平成 23年 3月に土地区画整理事業の計画決定を行い、

平成 31 年度末の事業完了を目指して鋭意事業を推進しているところでござ

います。 

進捗状況としましては、整地や道路整備などのハード工事が順調に進み、完了した宅地を権

利者の方々に順次、引き渡しを行っており、マンションや一般住宅の民間工事も進められてい

ます。 

また、(仮)中央公園やせせらぎ遊歩道につきましても、平成 29 年度の供用開始を目指して

急ピッチで進めています。とりわけ植栽関係では、キセラ川西まちづくり大使の西畠清順さん

監修のもと、「エドヒガンザクラ」や「台場クヌギ」などを移植するプロジェクトを展開して

おり、既にせせらぎ遊歩道南線エントランスに「エドヒガンザクラ」を移植したところです。 

さらにこの公園や遊歩道は、市民と共に成長する都市空間を目指して、市民によるワークシ

ョップを展開しており、「プレーパークプロジェクト」やせせらぎ遊歩道での「ホタル復活プ

ロジェクト」などの取り組みが進められています。 

一方、現在、「あんばい ええまち かわにし創生人口ビジョン及び総合戦略」の策定に取り

組んでいますが、元気に満ちあふれ、持続的に発展していくまちづくりを目指すにあたり、先

導役となる “キセラ川西整備事業”に引き続き全力で取り組んで参りますので、尚一層のご

支援ご協力を賜りますようお願い申しあげます。  

最後に、皆様にとりましてこの 1 年が、幸多く実り豊かな輝かし

い年となりますよう祈念申し上げ、新年のごあいさつとさせていた

だきます。 
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公園と遊歩道の植栽監修をしていただいている、プラント

ハンター西畠清順さんと移植に耐えうる樹木を黒川地区で

探し、まだ肌寒い春先に根回しの作業を始め、熱い夏は水の

管理を丁寧に行ってきた、本移植プロジェクト。 

ついにせせらぎ遊歩道の南線エントランス部分に、一庫ダム

（水資源機構）から寄贈していただいたエドヒガンザクラが

移植されました！せせらぎ遊歩道の南線エントランスは平

成２８年３月にオープンを予定しています。ぜひ、現地で 

エドヒガンザクラをご覧ください。 

今後、黒川地区からの台場クヌギやエドヒガンザクラの移

植作業を引き続き進めていきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平素は、中央北地区特定土地区画整理事業にご理解、ご協力いただき、厚くお礼申し上げます。 

このたび土地区画整理事業の事業進捗により、平成 28年 2月 10日（水）より下記案内図のとお

り仮設道路を廃止いたします。 

今回の廃止と同時に新たに道路を開通しますので、こちらをご利用いただきますよう、よろしく

お願い申し上げます。 
  
 
 
  

せせらぎ遊歩道にエドヒガンザクラの移植を行いました 

 
 

 ◀急に移植をして枯れ
ないように、根巻をし

ていたサクラ。移植後
の生命線となる細かい
根がしっかりと生えて

いました。 

▶現地からせせらぎ遊歩道まで運

ぶ準備をしている様子。麻の布に大
切にくるまれ、トラックに丁寧に寝
かされるサクラ。生きている枝はよ

くしなり、広がっていた枝も車幅に
きれいに納められました。 

▶移植先での作業。 
この春に咲くサクラ
が今から楽しみです。 

仮設道路の廃止と新たに開通する道路について 
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キセラ川西せせらぎ水路の「源」は豊かな自然環境 

せせらぎの“源流”（取水口）は猪名川本流の小戸井堰です。田畑を潤すための灌漑用水路ですが、水生

生物に適した環境が長い年月維持されてきたので、今では同じような市街地では他に例を見ないような貴重

な生物が生息しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

キセラ川西の自然と生き物 07 

 

 
 

総合体育館 

川西北小学校 

➊ 

➋ 

▲せせらぎの“源流” ▲多くの田畑が宅地化されても生
物環境が保たれているのは豊かな
水量と日光のおかげです。 

▲鉄橋や小さな橋の下は多くの生
き物にとって安心できる隠れ場所
です。 

▲川西北小学校前の水路は、古い
護岸や石垣、雑草や校庭の木々の
日陰が多様な生物環境を作ってい
ます。 

▲工事中の水路 

➊ 

◀総合体育館東側の水
路は、やがて工事で西側
に切り替えられます。 
 

※本ページに掲載している写真の中には、今とは様子が異なっ

ているものもあります。 

➋ 

 

カワヒガイ（コイ科）        

全長：約 13 ㎝            

タナゴ類と同じように、砂地に住むイシ

ガイ類に卵を産み付けます。 
 

 

 

 

カマツカ（コイ科）          

全長：約 20 ㎝          

砂の中の微生物や栄養分

を餌にしていて、驚くと砂

に潜ります。どちらも、川

底が砂地であることが生

息の条件です。 

様々な生物が食物連鎖以

外でも繋がっています。 

 

キセラ川西付近で発見できる生き物たち  

▲水路の途中にはいく
つか水門があって分岐
しています。用水路や分
岐水門は歴史の証人・文
化財ともいえます。 
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第 14 工区 公共施設解体工事概要 

（1）工事期間 ：平成 2８年 1月中旬から平成 2８年 2 月末 

（作業時間：AM9:00～PM5:３0） 

※日曜、祝日は原則として休日とします 

（2）工事概要 ：解体工事 

（3）施工業者 ：大興建設㈱（072-758-0244） 

（4）現場代理人：調整中 

（5）担 当 ：地区整備課 藤田 

（6）電 話 ：072-740-1207 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お 知 ら せ 
 

 

   第１１６回 川西市中央北地区まちづくり協議会 計画検討委員会の 
開催お知らせ（協議会員どなたでも参加できます） 

日時：平成 28年２月２日(火)17：30～ 場所：市役所２階 ２02会議室 

第 1９回 まちづくり協議会 町名変更検討部会 の開催お知らせ 
日時：平成 2８年２月 2日(火) 上記終了後（18時頃から）場所：同上会議室 

 

建築物の建築などを行う場合、土地区画整理法第 76条許可申請・地区計画

の届出が必要です。 

また、「中央北まちづくり指針」や「低炭素まちづくり計画」等に基づいた

建築計画であるかを確認するため、事前に「建築行為等の手続条例」に基づ

く協議が必要です。（詳しくは、地区整備課 072－740－1207へ） 

川西市 キセラ川西整備部 キセラ川西推進室 地区推進課  

ＴＥＬ： ０７２－７４０－１２１４ ＦＡＸ：０７２－７４０－１３３０ 

日時： 午前 9時～午後 5時半 （ただし、土曜・日曜・祝日は除きます） 

ＨＰ：http://www.city.kawanishi.hyogo.jp/machi/cyuoukitaseibi/index.html 

 

上記の申告等や「阪神間都市計画事業中央北地区特定土地区画整理事業」について質問などが

ございましたらご連絡ください。 

権利者が死亡され名義変更されていない方や、権利の移動があった場合、 

住所氏名の変更があった場合はご連絡を。 

今回着工箇所位置図 


